
92年に起きた主な出来事

【政治／経済】

公示地価が17年ぶりに下落（4月）
日本新党結成（5月）

PKO等協力法公布（6月）
「生活大国5カ年計画」閣議決定（6月）

参院選で自民党が勝利（7月）
株価、終値1万5000円割れ（8月）

11兆円規模の総合経済対策決定（8月）
自民党の金丸副総裁が献金疑惑で辞職（10月）

カンボジアに自衛隊派遣（10月）

【社　会】

共和汚職事件で阿部代議士を逮捕（1月）
東京佐川急便事件が発覚（2月）

アルベールヴィル冬季五輪開催（2月）
暴力団対策法施行（3月）

バルセロナ夏季五輪開催（8月）
毛利衛氏がスペースシャトルで宇宙へ（9月）

【海　外】

マーストリヒト条約調印（2月）
旧ユーゴ崩壊、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ紛争発生（3月）

国連カンボジア暫定統治機構が活動開始（3月）
ロサンゼルスで暴動発生（4月）

リオデジャネイロで地球サミット開催（6月）
米・ロが戦略核削減で合意（6月）
フィリピンでラモス政権が誕生（6月）

アメリカで大統領選挙、クリントンが勝利（11月）



❖
│
│
│
成
熟
化
と
循
環
変
動

佐
和

日
本
経
済
は
戦
後
三
度
目
の
転
換
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
第
一
の
転

換
点
は
一
九
五
六
〜
五
七
年
頃
、
戦
後
復
興
期
に
終
止
符
を
打
ち
、
高
度
成
長
が
始

ま
っ
た
頃
で
す
。
第
二
の
転
換
点
は
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
高
度
成
長
期
に

終
止
符
が
打
た
れ
、
減
速
経
済
の
時
代＊

１

に
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
が
、
第
三
の
転
換
期
な
の
で
す
。
人
間
に
た
と
え
れ
ば
、
高
度
成
長

期
は
青
年
期
、
減
速
経
済
の
時
代
は
壮
年
期
で
す
。

壮
年
期
の
後
に
は
必
ず
熟
年
期
が
や
っ
て
く
る
。
今
の
景
気
低
迷
は
更
年
期
障
害

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

ま
ず
、
時
代
認
識
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
植
草
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
。

植
草

多
少
、
佐
和
先
生
と
と
ら
え
方
が
違
う
の
は
、
八
五
年
か
ら
九
〇
年
の
変
動

が
非
常
に
激
し
か
っ
た
と
い
う
点
で
す
。
八
五
年
二
月
に
一
ド
ル
＝
二
六
〇
円
だ
っ

た
為
替
レ
ー
ト
が
、
八
八
年
に
一
二
〇
円
、
九
〇
年
に
入
る
と
一
六
〇
円
、
九
〇
年

＊
１
　
減
速
経
済
の
時
代

高
度
成
長
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
成
長
率
は
平
均
約
一

〇
％
、
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
九
〇

年
頃
ま
で
は
同
約
四
％
、
九
〇
年

代
に
入
る
と
そ
れ
が
約
一
％
ま
で

下
が
っ
た
。
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図表1　プラザ合意後の為替レートの変動（対ドル）�
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一
〇
月
に
一
二
四
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
為
替
の
激
動＊
２

に
よ
っ
て
日
本
の
金
利
が

低
下＊
３

し
、
異
常
な
資
産
価
格
の
上
昇＊

４

を
招
い
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
私
は
八
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
を
一
つ
の
特
殊
な
時
期
だ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

佐
和

バ
ブ
ル
の
時
代
で
す
ね
。

植
草

ま
た
、
循
環
変
動
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
と
、
八
〇
年
代
は
佐
和
先
生
が

よ
く
言
わ
れ
る
レ
ー
ガ
ン
・
中
曽
根
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
る
効
率
第
一
主
義＊
５

が
前
面

に
出
ま
し
た
。
今
は
そ
の
ゆ
が
み
が
表
れ
、
再
び
精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
と
か
、

金
銭
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
と
、
求
め
る
も
の
が
切
り
替
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

浅
田

佐
和
さ
ん
が
言
わ
れ
た
経
済
の
成
熟
化
と
、
植
草
さ
ん
が
言
わ
れ
た
循
環
的

な
変
化
、
そ
の
両
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
例
で
す
と
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー＊
６

の
言
う
三
〇
年
周
期

説
が
あ
り
ま
す
ね
。

＊
２
　
為
替
の
激
動

八
五
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
Ｇ
５

（
先
進
五
カ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
）
で
、
当
時
行
き
過
ぎ
て

い
た
ド
ル
高
を
修
正
す
る
た
め
、

協
調
介
入
を
は
じ
め
と
す
る
政
策

介
入
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
以
後
、

急
激
に
円
高
が
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。

＊
３
　
日
本
の
金
利
の
低
下

八
六
年
一
月
に
公
定
歩
合
は
五
％

か
ら
四
・
五
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

約
一
年
後
の
八
七
年
二
月
に
は

二
・
五
％
に
。
こ
の
低
金
利
は
八

九
年
五
月
ま
で
続
い
た
。

＊
４
　
資
産
価
格
の
上
昇

こ
の
時
期
、
株
、
土
地
、
絵
画
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
資
産
の
価

格
が
急
騰
。
八
九
年
一
二
月
に
は
、

日
経
平
均
株
価
が
三
万
八
九
一
五

円
と
プ
ラ
ザ
合
意
当
時
の
三
・
一

倍
ま
で
上
昇
し
た
。
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二
〇
年
代
、
五
〇
年
代
、
八
〇
年
代
が
保
守
的
自
由
放
任
主
義
の
時
代
で
あ
り
、

そ
れ
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
結
果
、
た
と
え
ば
バ
ブ
ル
の
膨
張
と
そ
の
破
裂
を
生
ん
だ
と

き
に
、
三
〇
年
代
に
は
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
六
〇
年
代
に
は
ケ
ネ
デ
ィ
、
九
〇

年
代
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
が
現
れ
、
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
経
済
や
社
会

を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
場
合
は
、
植
草
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
要
因
の
下
で
、
極
端
な
バ
ブ

ル
の
膨
張
と
そ
の
破
綻
を
生
み
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
れ
、

似
た
よ
う
な
状
況
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
今
そ
れ
が
清
算
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い

方
向
へ
ギ
ア
・
チ
ェ
ン
ジ
で
き
る
か
と
い
う
微
妙
な
局
面
に
き
て
い
ま
す
。

結
論
を
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
世
界
経
済
全
体
に
対
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共

性
の
理
念
に
基
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、
日
本
が
そ
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
、
非
常
に
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

❖
│
│
│
バ
ブ
ル
と
金
融
不
安

植
草

七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
資
源
制
約
と
い
う
面
で
変
化
が
生
じ
、
ヒ

＊
５
　
レ
ー
ガ
ン
・
中
曽
根
・
サ
ッ
チ

ャ
ー
に
よ
る
効
率
第
一
主
義

七
九
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
新
保

守
主
義
を
掲
げ
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政

権
が
誕
生
。
こ
れ
を
追
う
よ
う
に
、

八
一
年
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
で
レ

ー
ガ
ン
政
権
が
、
八
二
年
一
一
月

に
は
日
本
で
中
曽
根
政
権
が
生
ま

れ
た
。
三
政
権
と
も
に
「
小
さ
な

政
府
」
を
標
榜
。
民
営
化
や
規
制

緩
和
に
よ
り
、
市
場
経
済
の
活
性

化
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。

＊
６

ア
ー
サ
ー
・
Ｍ
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ

ャ
ー
（Schlesinger,A

rthur
M
eier

）

一
九
一
七
年
生
ま
れ
。
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
歴
史
学
教
授
。
故
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
の
特
別
補
佐
官
の
一

人
。
著
書
『
ア
メ
リ
カ
史
の
サ
イ

ク
ル
』（
邦
訳
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ

ィ
ア
）
で
、
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ

カ
政
治
史
に
は
三
〇
年
の
周
期
が

見
ら
れ
る
と
主
張
。

＊
７
　
八
六
年
か
ら
の
円
高
不
況

6



ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
で
言
い
ま
す
と
、
モ
ノ
の
投
入
に
お
け
る
日
本
の
優
位
性
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

八
六
年
か
ら
の
円
高
不
況＊
７

は
、
ド
ル
で
測
っ
た
労
働
コ
ス
ト
が
、
円
安
の
下
で
非

常
に
低
位
に
推
移
し
て
い
た
の
が
い
き
な
り
上
昇
し
、
ヒ
ト
の
優
位
性
が
消
え
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

次
に
八
五
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス＊
８

が
全
盛
に

な
り
、
非
常
に
低
い
コ
ス
ト
で
資
金
を
調
達
で
き
た
の
で
す
が
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し

て
今
度
は
カ
ネ
の
面
で
優
位
性
が
剥
奪
さ
れ
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
三
つ
の
条
件

で
、
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ＊
９

の
土
壌
に
初
め
て
立
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

佐
和

現
在
、
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
い
ち
ば
ん
大
き
な
原
因
は
個

人
消
費
の
低
迷
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
Ｇ
Ｎ
Ｐ＊

10

の
五
六
％
を
消
費
が
占

め
る
わ
け
で
す
か
ら
、
個
人
消
費
が
こ
こ
ま
で
落
ち
込
ん
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
も
、
民
間
企
業
設
備
投
資
は
金
融
政
策
に
よ
っ
て
多
少
上
向
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
け
れ
ど
も
、
個
人
消
費
支
出
を
政
策
的
に
刺
激
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

プ
ラ
ザ
合
意
以
後
の
急
激
な
円
高

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
八
六

〜
八
七
年
頃
の
不
況
。

＊
８
　
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

新
株
発
行
を
伴
う
か
、
あ
る
い
は

将
来
の
株
式
発
行
に
つ
な
が
る
資

金
調
達
の
こ
と
。
公
募
や
私
募
に

よ
る
増
資
、
転
換
社
債
、
ワ
ラ
ン

ト
債
な
ど
「
資
本
」
に
関
す
る
資

金
調
達
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
八

〇
年
代
後
半
の
株
価
上
昇
に
つ
れ

て
大
幅
に
増
加
し
、
バ
ブ
ル
の
背

景
と
な
っ
た
。

＊
９
　
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ

特
定
の
者
だ
け
が
享
受
す
る
よ
う

な
特
典
が
存
在
し
な
い
、
平
等
な

状
態
の
こ
と
。

＊
10

Ｇ
Ｎ
Ｐ

国
民
総
生
産
（g

ro
ss
n
a
tio
n
a
l

product

）。
マ
ク
ロ
経
済
に
お
け
る

最
も
基
本
的
な
経
済
指
標
で
、
一

国
の
居
住
者
が
、
あ
る
期
間
に
、

そ
の
所
有
す
る
生
産
要
素
を
使
っ

て
生
産
し
た
付
加
価
値
の
総
額
の

こ
と
。
消
費
、
民
間
投
資
、
政
府
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こ
れ
ほ
ど
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
か
。
一
言
で
言
え

ば
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
変
化
な
の
で
す
。
八
〇
年
代
の
後
半
に
は
、
必
要
も
な
い
の

に
３
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
買
い
、
大
型
テ
レ
ビ
や
大
容
量
の
冷
蔵
庫
を
狭
い
家
の
中
に

所
狭
し
と
置
く
。
そ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
格
好
よ
く
見
え
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
政
府
の
「
生
活
大
国
五
カ
年
計
画＊

11

」
自
体
が
「
簡
素
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
」
と
言
い
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
質
素
な
ほ
う
が
格
好
い

い
と
、
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
が
正
常
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浅
田

消
費
社
会
が
成
熟
し
て
、
単
な
る
ブ
ラ
ン
ド
志
向
と
か
、
意
味
も
な
い
奢
侈

よ
り
も
、
本
当
の
生
活
の
質
に
関
心
が
向
か
っ
て
い
る
│
│
こ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に

評
価
し
ま
し
ょ
う
。

で
は
何
が
本
当
に
必
要
か
。
た
と
え
ば
衣
食
住
で
言
え
ば
住
が
遅
れ
て
い
る
。
地

価
は
も
っ
と
下
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
当
の
生
活
の
質
を
実

現
す
る
よ
う
な
住
環
境
が
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
金
融
資
産
も
含
め
、
あ
ま
り
に
も
急
激
に
資
産
デ
フ
レ＊

12

が
進
む
と
、
あ
る
閾
値
を
超
え
て
危
機
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
行
く
可
能
性
が
あ
り
ま

支
出
、
輸
出
の
合
計
か
ら
輸
入
を

差
し
引
い
た
額
に
等
し
い
。

＊
11

生
活
大
国
五
カ
年
計
画

当
時
の
宮
沢
喜
一
首
相
の
諮
問
機

関
・
経
済
審
議
会
（
平
岩
外
四
会

長
）
の
答
申
を
受
け
、
九
二
年
六

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
経
済
計
画
。

「
年
収
の
五
倍
程
度
で
良
質
な
住
宅

取
得
」「
労
働
時
間
年
間
一
八
〇
〇

時
間
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
た
。

＊
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資
産
デ
フ
レ

土
地
や
株
式
と
い
っ
た
「
資
産

8



す
。

植
草

今
回
の
不
況
の
本
質
に
か
か
わ
る
部
分
で
す
ね
。
予
算
制
約＊

13

は
、
所
得
に
資

産
を
加
え
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
、
バ
ブ
ル
の
発
生
は
、
資
産
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ

て
予
算
制
約
を
著
し
く
膨
張
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
膨
張
に
よ
り
支
出
が
増
大
し
た
の

で
す
。

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
、
つ
ま
り
資
産
デ
フ
レ
に
な
る
と
、
予
算
制
約
の
急
激
な
縮

小
で
需
要
が
急
激
に
減
少
し
ま
す
。
一
気
に
需
要
が
低
迷
す
る
の
で
供
給
が
過
大
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
が
減
退
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
付
随
し
て
二
つ
の
問
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
予
算
制
約
が
拡
大

し
た
と
き
に
、
人
々
の
精
神
ま
で
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
バ
ブ
ル
が
生
成
さ
れ
る
過
程
で
、
人
々
は
資
産
を
担
保
に

し
て
金
融
負
債
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
が
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
し
ま
う
と
、
当
然
、

負
債
に
対
す
る
返
済
能
力
が
消
失
し
ま
す
。
し
か
し
負
債
は
残
る
わ
け
で
、
借
り
た

人
が
な
ん
と
か
す
る
か
、
貸
し
た
ほ
う
が
貸
し
倒
れ
と
し
て
処
理
す
る
か
、
ど
ち
ら

か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
ス
ト
ッ
ク
）」
の
価
格
が
、
継
続

的
に
下
落
し
続
け
る
現
象
。

＊
13

予
算
制
約

あ
る
予
算
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

財
を
購
入
す
る
た
め
の
支
出
が
ど

う
制
約
さ
れ
る
か
を
示
す
概
念
。
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佐
和

六
大
都
市
圏
住
宅
地
の
八
七
年
、
八
八
年
、

八
九
年
の
三
年
間
の
地
価
上
昇
率
は
年
率
三
〇
％
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
九
一
年
、
九
二
年
に
は
、

地
価
は
下
落
局
面
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。
た
し
か
に

住
宅
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
地
価
は
今
で

も
高
す
ぎ
ま
す
。
逆
に
、
ど
の
程
度
ま
で
落
ち
れ
ば
、

不
良
債
権
問
題
が
銀
行
の
首
を
絞
め
る
の
か
、
そ
の

へ
ん
の
見
極
め
が
つ
け
難
い
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
数
字
を
挙
げ
ま
す
と
、
八
九
年
末
の
日

本
の
地
価
総
額
は
二
一
〇
〇
兆
円
。
同
じ
年
の
ア
メ

リ
カ
は
五
〇
〇
兆
円
だ
か
ら
約
四
倍
で
す
。
面
積
を

比
べ
る
と
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
二
五
分
の
一
で
す
か

ら
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
価
で
見
る
と
、

日
本
の
地
価
は
ア
メ
リ
カ
の
地
価
よ
り
も
一
〇
〇
倍

高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10

図表3　地価公示価格（住宅地）の前年変動率�
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と
こ
ろ
が
、
同
じ
年
の
可
耕
地
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
比
較
す
る

と
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
三
三
倍
。
そ
の
数
字
か
ら
は
、
日
本
の
地
価
は
ア
メ
リ
カ

の
三
三
倍
ぐ
ら
い
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
八
九
年
末
の

地
価
の
三
分
の
二
は
バ
ブ
ル
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

浅
田

三
分
の
二
と
は
言
わ
ず
、
急
激
に
半
分
で
も
下
が
っ
た
と
き
に
、
あ
る
閾
値

を
超
え
て
、
恐
慌
の
ほ
う
へ
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
い
く
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
へ
ん
で
非
常
に
難
し
い
政
策
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

植
草

今
言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
で
す
が
、
も
と
も
と
重
要
な
の
は
バ
ブ
ル
を
生
ま

な
い
こ
と
で
す
。
タ
ヌ
キ
か
ら
も
ら
っ
た
フ
キ
の
葉
っ
ぱ
で
宴
会
を
や
っ
て
い
た
よ

う
な
も
の
で
す
ね
（
笑
）。
必
ず
ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
。

実
際
、
土
地
の
売
買
を
成
立
さ
せ
る
と
、
ピ
ー
ク
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
と
い
う
実

勢
地
価
が
す
で
に
生
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
も
し
リ
ア
ラ
イ
ズ
し
、
損
を
明

確
に
出
し
て
し
ま
う
と
、
倒
れ
る
銀
行
が
続
出＊

14

す
る
で
し
ょ
う
。
知
ら
な
い
ふ
り
を

し
て
少
し
時
間
を
稼
ぐ
方
法
が
現
在
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
れ
に
も

＊
14

倒
れ
る
銀
行
が
続
出

こ
の
後
、
九
四
年
の
東
京
の
二
信

組
（
東
京
協
和
、
安
全
）
を
皮
切

り
に
、
中
小
金
融
機
関
の
倒
産
が

続
出
。
九
五
〜
九
六
年
に
は
「
住

専
」
が
崩
壊
し
、
公
的
資
金
投
入

が
大
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
九

七
年
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
九
八

年
に
日
本
長
期
信
用
銀
行
、
日
本

債
券
信
用
銀
行
と
大
手
金
融
機
関
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